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学位論文(要約) 

 

近年、生活習慣による健康への影響が示唆されている。例えば、食習慣

と運動習慣による死亡リスクは、障害調整生命年(disability-adjusted 

life year: DALYs )の 10％と推定されている 1。DALYs は、早死に起因す

る失われた年数と生きている間の障害によって失われた年数との合計値で

あり、理想的な健康状態からの差を反映した値である。つまり、不適切な

食習慣・運動習慣をもつことで、理想的な健康状態でいられる寿命の 10

分の 1が失われるということになる。DALYsに影響を与える食習慣として、

果物や野菜、全粒穀物・種実類の摂取量の少なさや、加工肉・砂糖入り飲

料の摂取の多さなどがリスク要因として検討されており、最もリスクの高

い食習慣として、少ない果物の摂取と過剰な塩分摂取が報告されている。 

食習慣は心理的学的側面の個人差との関連が示唆されている 2。食習慣

と関連する心理・行動特性のひとつに「衝動性」がある。衝動性は自己や

他者に望ましくない結果を考慮せずに、内的・外的な刺激に対して、無計

画な反応を行う行動特性である 3。フライドポテトやポップコーン、スポ

ーツドリンクや甘い飲み物などの脂質や砂糖を多く含む食品の摂取頻度に

もとづいて脂質・砂糖の摂取傾向を評価した研究では、衝動的傾向が高い

ほど、脂質・砂糖を多く摂取することが報告されている 4。同様に、牛肉

やマーガリン、チーズなどの飽和脂肪酸を含む食品からの飽和脂肪酸の摂

取が多い傾向と自己制御能力の低い傾向との関連が報告されている 5。こ

のように脂質・砂糖の過剰な摂取は食習慣の偏りを反映すると考えられて

いる。日本の典型的な食事は脂質や砂糖の少ない傾向にあり 6、食品の選

択が重要だと考えられる 7。しかしながら、食品の選択に関連する衝動性

と日本の食習慣との関連については明らかになっていない。 

偏った食習慣は、肥満傾向との関連が示唆されている。内臓型肥満を反

映するメタボリック症候群のある人では、肉・加工肉および家禽肉、穀物、

菓子、デザート、ファストフード、スナック食品およびソーダ・甘味飲料

などの食品の摂取頻度が高い 6,8。肥満は、体脂肪の割合が高いために体重

が過剰となり、健康に危険をもたらす状態である 9。肥満者では心血管疾

患や糖尿病のリスクが高い 10,11。体格指数（Body mass index: BMI）は「体

重(kg) ÷ 身長 2(m)」によって算出され、肥満の指標として用いられてい

る。世界保健機構(WHO)では BMI25 以上を「過体重(overweight)」、30 以上

を「肥満(obese)」と定義している 12。世界において BMI25 以上である割合
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は、1980 年から 2013 年の間に、男性は 28.8％から 38.0％、女性では 29.8％

から 38.8％へと増加している 13。現在の日本における BMI 値 25 以上の割

合は男性 28.7％、女性 21.3%と報告されている 14。 

食品に含まれる栄養素の摂取が、中枢神経系の機能的指標の一種である

事象関連電位に影響を与えるという報告があり、食習慣と脳機能との関連

が示唆されている。例えば、肉類や魚類には必須脂肪酸のアラキドン酸や

ドコサヘキサエン酸(Docosahexaenoic Acid; DHA)、エイコサペンタエン酸

(Eicosapentaenoic acid; EPA)が含まれる。高齢者を対象に、アラキドン

酸の服用と脳波の事象関連電位成分との関連について検討した研究では、

アラキドン酸摂取群において、摂取前よりも P300 成分の潜時は短縮し、振

幅が増大したと報告している 15。高齢者においては、加齢にともなう認知

処理の変化が P300 成分の潜時延長に反映されると考えられており、アラキ

ドン酸の摂取による高齢者の認知機能へ改善効果が考えられる。アラキド

ン酸および DHA、EPA の複合的なサプリメントを摂取する前に参加者のベー

スラインの血清組成と P300 成分との関連を調べたところ、血清に含まれる

アラキドン酸組成が高い群に比べて、アラキドン酸組成の低い群では P300

成分の潜時は延長し、振幅は低下する傾向が示唆された 16。栄養素摂取に

よって、P300 成分に反映される認知処理への影響が示唆された。 

このように、食習慣による心理特性・行動特性の個人差が示唆されてお

り、食品に含まれる栄養素の摂取による脳機能への影響も示唆されている。

現在において、個人は任意の食品を任意の量で摂取可能であり、そのため、

不適切な食習慣を続ける者は、肥満やメタボリック症候群など様々な身体

疾患の発症リスクを高める状態になると考えられる。食習慣が心理特性、

行動特性にどのような影響をあたえるのか、さらに不適切な食習慣は中枢

神経系にどのような影響をあたえるのか、検討することは強く望まれる。 

本研究では、肥満・食習慣と心理・神経生理学的機能との関連を探索す

る。第 1 章では、食品の摂取頻度および心理特性についての質問紙による

調査データを用いて、食習慣・肥満と心理特性との関連を検討する。食品

の摂取頻度にもとづいて、食品の摂取パターンを抽出し、食品の摂取パタ

ーンと衝動性を反映する指標との関連を検討した。衝動性の高い状態は、

自己制御能力の低い状態でもあり、健康的ではない食品の選択傾向が予測

される。第 2 章では、肥満傾向の個人差と関連する神経メカニズムを明ら

かにするために、健康な男性を対象として、聴覚課題遂行時の事象関連電

位を指標として、肥満傾向を反映する BMI との関連を検討した。 

検討の結果、食習慣と心理行動特性、肥満傾向と神経生理学的機能との
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関連が示唆された。279 名の中高年者を対象とした 52 項目の食品の摂取頻

度の調査データを因子分析したところ、「健康食パターン」、「飲酒パターン」、

「単品パターン」の食習慣を反映する 3 つのパターンが抽出された。健康

的な食事傾向を反映する「健康食パターン」の因子得点と衝動的な行動特

性を反映する BIS-11 得点との関連が示唆された。健康的な食習慣パターン

の得点が低いほど、BIS-11 得点の高い傾向であった。健康的な食習慣パタ

ーンの得点の高さは日本の典型的な食品の摂取量を反映しており、食習慣

パターン得点の低さは健康的ではない食習慣を反映すると考えられる。

BIS-11 得点の高さは衝動性的な心理・行動特性を反映することから、健康

的ではない食習慣と衝動性との関連が示唆された。また、肥満傾向を反映

する BMI と事象関連電位成分の潜時・振幅との関連を調べたところ、BMI

と Mismatch negativity(MMN 成分)の頂点振幅および P50成分の振幅との関

連が示唆された。BMI が高値であるほど、MMN 成分の振幅は低下し、P50 成

分の振幅は増大が観察された。BMI に反映される肥満傾向は、持続長 MMN

成分の振幅低下および P50 成分の増大に寄与する神経生理学的メカニズム

との関連も考えられ、今後さらなる検討が必要である。 

  



5 

 

略語表 

 

BMI body mass index 

ERP event-related potential 

MMN mismatch negativity 
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